
―
「
文
化
振
興
プ
ラ
ン
」
の
制
定
意
義
、
施
策
の

達
成
状
況
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

　

小
山　

こ
の
計
画
は
、
県
づ
く
り
の
主
役
は
県
民

で
あ
り
、県
民
の
力
を
結
集
し
た「
参
加
」「
交
流
」「
創

造
」
を
基
本
に
「
文
化
や
産
業
な
ど
多
様
な
豊
か
さ

を
実
現
し
、
山
形
県
の
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
」

こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
文
化
と
は
生

活
す
る
た
め
に
つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
長
い
歴
史
的

な
過
程
を
経
て
形
成
、
蓄
積
さ
れ
た
知
恵
の
結
晶
体

と
言
え
る
も
の
で
、
芸
術
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
精
神
活
動
全
体
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
文
化
行
政
が
か
か
わ
る
範
囲
は
広
く
、
表
現
者

（
活
動
者
）側
と
享
受
者
側
と
の
両
面
に
立
っ
た
施
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
一
時
的
な
ブ
ー
ム
や

一
過
性
の
価
値
観
に
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
地

域
の
自
然
、
歴
史
、
風
土
を
母
と
し
、
生
活
の
知
恵

や
知
識
が
父
と
な
っ
て
創
造
さ
れ
継
承
さ
れ
て
い
る

も
の
が
文
化
で
あ
り
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
か
つ
継

続
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
文
化
行
政
を
推
進
す
る

際
の
判
断
基
準
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、
文
化
振
興
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
る

趣
旨
と
目
標
は
策
定
か
ら
丸
五
年
が
経
過
し
て
い
る

も
の
の
、
基
本
的
な
情
勢
認
識
は
変
わ
り
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
創
造
意
欲
あ
ふ
れ
る
個
人

や
団
体
の
活
動
を
継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
、

次
世
代
を
担
う
若
年
層
へ
の
保
存
伝
承
を
図
る
こ

と
、
鑑
賞
対
象
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

―
今
後
の
山
形
県
に
お
け
る
文
化
の
果
た
す
役

割
、
求
め
ら
れ
て
い
る
文
化
観
は
ど
ん
な
も
の
か
。

　

小
山　

経
済
の
低
迷
や
国
際
紛
争
等
に
よ
り
、
人

間
関
係
や
国
家
関
係
に
き
し
み
が
生
じ
つ
つ
あ
る
世

の
中
に
あ
っ
て
、
文
化
活
動
は
人
間
交
流
の
潤
滑
油

と
し
て
人
類
共
通
の
利
益
に
果
た
す
役
割
も
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
働
き
を
求
め
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
、
交
流
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ

と
も
期
待
で
き
る
。
求
め
ら
れ
る
文
化
観
は
、
文
化

の
分
類
の
仕
方
や
個
人
の
価
値
観
の
違
い
が
あ
り
画

一
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
県
全
体
と
し
て

の
共
通
し
た
認
識
を
持
つ
こ
と
は
必
要
と
思
う
。
文

化
の
分
類
は
文
化
庁
で
も
明
文
化
し
た
も
の
は
な
い

が
、
大
別
す
る
と
、
衣
・
食
・
住
・
言
語
な
ど
の
日

常
生
活
に
関
す
る
も
の
、
思
想
・
哲
学
、
宗
教
、
芸

術
、
一
般
娯
楽
な
ど
の
精
神
的
・
内
面
的
な
も
の
、

実
在
物
、
歴
史
的
資
源
、
人
的
資
源
な
ど
の
物
質
的
・

外
面
的
な
も
の
、
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
山
形
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
文
化
振
興
に
関

す
る
施
策
体
系
図
」（
次
ペ
ー
ジ
表
参
照
）
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
施

策
は
何
か
。
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■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
制
新
政
意　

　
　

文
化
は
「
豊
か
な
山
形
」
の
ル
ー
ツ

県
文
化
振
興
プ
ラ
ン　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
実
現

県
文
化
環
境
部
文
化
振
興
課
の
小
山
壽
夫
課
長
に
聞
く

　

政
治
、
経
済
、
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
混
と
ん
と
し
て
き
た
。
地
域
の
将
来
に
懸
念
を
抱
く
人
々
が

増
え
て
い
る
の
か
、最
近「
山
形
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
何
か
」と
問
う
声
を
耳
に
す
る
こ
と
多
く
な
っ

た
。
社
会
の
深
層
を
見
詰
め
直
し
、
将
来
の
在
り
様
を
探
ろ
う
と
す
る
時
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
源
で

あ
る
文
化
に
行
き
当
た
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
本
県
に
は
平
成
八
年
に
策
定
し
た
「
山
形
県
文
化
振
興
プ
ラ

ン
・
輝
く
四
季
の
く
に
づ
く
り
」
が
あ
る
。
既
に
新
し
い
制
度
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
政
策
決
定
に
深
い
と

こ
ろ
で
影
響
す
る
文
化
に
つ
い
て
、
県
文
化
環
境
部
文
化
振
興
課
の
小
山
壽
夫
課
長
に
聞
い
た
。



　

小
山　

施
策
体
系
図
を
基
本
と
す
る
が
、
具
体
的

に
は
平
成
十
二
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
山
形
県
新
総

合
発
展
計
画
＝
後
期
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ

い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
や
ま
が

た
文
化
の
再
発
見
」
関
係
と
し
て
映
画
「
蕨
野
行
」

の
支
援
、
十
分
間
程
度
の
ビ
デ
オ
作
品
を
募
集
す
る

山
形
風
土
再
発
見
・
創
造
事
業
な
ど
が
あ
る
。「　

世
21

紀
や
ま
が
た
文
化
の
創
造
」
関
係
で
は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
県
庁
舎
・
文
翔
館
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
芸
術
文
化
振
興

を
担
う
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
へ
の
補
助
な
ど

が
あ
る
。「
県
民
や
市
町
村
の
文
化
活
動
・
事
業
に
対

す
る
支
援
」
関
係
で
は
、
県
民
芸
術
祭
の
開
催
、
市

町
村
が
行
う
文
化
活
動
を
支
援
す
る
シ
ン
ボ
ル　

創
44

生
推
進
事
業
、
博
物
館
共
催
事
業
に
対
す
る
負
担
金

な
ど
の
県
民
文
化
活
動
総
合
支
援
事
業
な
ど
が
あ

る
。
今
年
度
の
県
民
芸
術
祭
は
九
月
か
ら
来
年
一
月

ま
で
の
期
間
を
予
定
し
て
お
り
、
プ
レ
国
民
文
化
祭

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
山
形
駅
西
に
整
備

す
る
新
県
民
文
化
施
設
の
基
本
設
計
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
本
県
で
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
山
形
交
響
楽
団
に
つ
い
て
は
民
間
企

業
、
県
、
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
先
日
、
河
合
隼
雄
文

化
庁
長
官
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
文
化
芸

術
活
動
一
般
に
つ
い
て
の
助
成
制
度
の
拡
充
と
と
も

に
文
化
団
体
に
対
す
る
法
人
の
寄
付
金
を
損
金
算
入

で
き
る
よ
う
税
制
特
例
措
置
の
拡
充
を
申
し
入
れ

し
、寄
付
が
し
や
す
く
な
る
社
会
、文
化
活
動
の
基
盤

が
安
定
す
る
社
会
の
実
現
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

施
設
を
積
極
的
に
利
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
豊
か
な
生
活
実
現
の

一
翼
を
担
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

―
プ
ラ
ン
で
は
、
文
化
振
興
の

推
進
体
制
整
備
と
し
て
ニ
ュ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
を
挙

げ
て
い
る
。ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

　

小
山　

県
民
と
行
政
と
企
業
と

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
発
揮
し
て

役
割
分
担
し
連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
性
を
指
し
て
い
る
。
美
術
展

な
ど
を
主
催
者
と
一
緒
に
な
っ
て

企
画
し
た
り
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
に

協
力
し
た
り
す
る
文
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
っ
て
も
い
い
。
食
文

化
や
農
村
の
生
活
文
化
は
都
市
生

活
者
と
の
交
流
資
源
に
な
る
し
、

伝
統
工
芸
や
伝
統
芸
能
は
地
域
の

個
性
で
あ
る
と
同
時
に
観
光
の
原

点
で
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

形
成
す
る
こ
と
が
、
文
化
を
振
興

し
継
続
性
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
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美しい景観と街並みの形成�

地域文化に対する理解の促進�

地域の生活文化、伝統文化の再評価と継承�

文化財の保存と活用�

自然環境の保全と自然との共生�

潤いのあるまちづくりの推進�

文化に触れる機会の充実、拡大�

身近な活動の場の確保、充実�

活動成果の発表機会の充実�

活動を支援する人材の育成、確保�

文化団体等の育成�

芸術文化振興拠点の整備�

文化を創造する人材の育成�

顕彰制度の充実�

優れた芸術家等の招聘と活動の支援�

文化イベントの活性化と広域的なイベントの開催�

地域間及び国債交流事業の実施�

交流の場の整備�

学術文化創造拠点の整備拡充�

学術研究機能の誘致、整備�

学術研究の交流促進�

学術研究機能の活用促進�

デザイン産業の振興�

伝統産業の振興�

観光の振興�

文化によるコミュニティーづくりの推進�

地域のシンボル文化づくりの推進�

山形文化・輝く四季のくにづくりの推進�

県における推進体制の整備�

市町村との連携�

県民、企業との連携�

文化振興推進機構の整備�

他の都道府県、国との連携�

◆�山形県文化振興プラン・施策体系図�◆�

“文化を育む美しい”�
くにづくり�

“感性豊かな文化の”�
くにづくり�

“知性豊かな文化の”�
くにづくり�

“活力ある文化の”�
くにづくり�

ニューパートナーシップ�
による推進体制の整備�

文化に親しむ環境づくり�

芸術文化創造の基盤づくり�

文化のネットワークの形成�

文化交流事業の推進�

学術文化創造の基盤づくり�

学術文化交流の促進�

文化を基調にした生活の実現�

文化を活かした産業の振興�

文化を核にした地域の振興�

ニューパートナーシップの形成�

文化的な行政の推進�

美しく快適な県土づくり�

地域文化の再評価と継承�


